
 

□「我が子の苦手さと向き合っていきたいと思いました。」 

□「他の保護者と話せて気持ちが楽になりました！」 

□「指示の出し方についてとても勉強になりました。」 

□「CCQを頭に置きながら指示を出してみます！」 

□「私自身が一番苦手な感情のコントロールを頑張りたいです。」 

□「我が子が苦手なことほど手伝って、一緒に達成したいと思います。」 

□「問題行動への対応方法を具体的に知れたので良かったです！」 

□「これまでも、これからも一番の課題は宿題です。」 

□「指示の出し方はいつも迷うので、今回学んだことを実践します。」 

 

第５期ペアレントトレーニング⑨ 

今回は、１７名の保護者の方々にご参加頂きました。 

第９回目は、「効果的な指示の出し方」をテーマに講義とグループワークを行いまし

た。 

今回は、効果的な指示の出し方のポイントをお伝えしました。 

具体的には、 

■子どもの注意を引く         ■視線を合わせる 

■指示は短く具体的に        ■落ち着いて、きっぱりと言い切る 

■合言葉はＣＣＱ           ■指示を必要なだけ繰り返す 

■予告する               ■子ども自身に選択させる 

■指示に従ったら特典を与える   ■子ども同士の力を利用して協力や意欲を促す 

等です。 

 

子どもへの指示を出す状況において、ほとんどの大人がイライラした怒りの感情を抱

いたことがあると思います。 

イライラの原因としては、 

■指示を聞いていない    ■何度言っても動かない    ■指示に従わない 

■常に口答えをしてくる   ■返事はしてもすぐに動かない 

等が挙げられます。 

 

つまり、大人側の思い通りにならない時に「何でできないの？」「何度言ったら分かる

の？」と一方的に否定的な関わりを行ってしまいます。 

 

そこで、今回は、上記の効果的な指示の出し方のポイントを皆さんと一緒に学びなが

ら、我が子に合った関わり方や保護者自身が無理なく実行できる指示の出し方を見つ

けていきました! 

 

令和７年 6月 15日（日）第 9回はこでみペアレントトレーニング 

参加者の感想 


